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  Acoustic Guitar World vol.51

  


  ＜目次＞

  

  ◆ギタリストインタビュー〜住出勝則

  

  ◆特集TOKYOハンドクラフトギターフェス2014

  

  ◆ソロギターの日 ライブ&懇親会

  出演：松井祐貴、井草聖二、okapi、奏帆

  

  ◆ソロギターの日 スペシャルライブ in 東京

  出演：南澤大介、Aki Miyoshi、西村歩、okapi

  ◆イベント・ライブ情報

  

  ◆あとがき


  ギタリストインタビュー〜住出勝則

  


  ソロギターデビュー15周年を迎えた住出勝則さんに、ソロギターへの転機、ギターへの取り組み方など、ライブのMCでは語らない、熱い思いをお話いただきました。

  

  【写真撮影：野田裕志】
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  ■人に教えてもらったのではなく、自分で失敗しながら発見したことですね

  

  -あらためまして、ソロギター活動15周年おめでとうございます。ソロギターでは15周年ですが、ミュージシャンとしての活動も随分長くなりますね。

  

  住出勝則(以下、住出)：芸能界にデビューしてから今年の9月で39年になります。ソロギターで最初のCDを出したのが43才の時ですから、遅かったんですね。今は10才くらいから始める人も多い中で、もう還暦一歩手前になってしまいました(笑)。

  

  -ソロギターに転向するきっかけというのはどのようなことでしたか。

  

  住出：40才の時にオーストラリアに渡って、そのままずっと住み続けるつもりでした。でもお金を稼がなければいけないので、自分に何ができるかと考えました。最初は友達もゼロですし、仮に日本語の歌を唄うとしても完全アウェーです。自分はアコギが好きでしたが、当時はソロで弾ける曲はジョー・パスのブルースのような曲、1曲だけでした。歌のバッキングや誰かをサポートするというのは長いことやっていたので慣れてましたが、ギター1本でひとりで表現するというのはやったことがありませんでした。この時点ではソロギターでベースの取り方や、コードがどうなって、メロディにどうからんでいくのかなど全くわかっていませんでした。

  とりあえず、アコギが表紙のCDを買いあさりました。知らないアーティストばかりなので、はずしたのもありますが(笑)。片っ端から気に入った曲をコピーしましたね。お蔭でCDの見分け方もわかるようになりましたよ。1曲の時間が短いのは大体ソロギターです(笑)。僕は譜面が弱いので、TAB譜の発想はなく耳コピから始めて、2年間ほど毎日10時間くらい練習していました。

  時間がかかりましたが、なんとなく見えてくるんです。変則チューニングに関してはドロップDくらいしか使っていなかったので、ソロギターのほとんどはスタンダードチューニングで演奏されているものだと決め込んでいました。そうすると指のストレッチが強烈になるので、手首を傷めたりもしましたが、何ヶ月か経ったくらいにDADGADチューニングの存在を知り、ストレッチで押えてたのがセーハでできるんです。ダマされたと思いましたね(笑)。

  

  2年くらい1日も休まず練習をしてきましたが、この時に確信したのは、難しい曲でも繰り返し練習をしていくと段々と馴染んで簡単に感じてくるんです。いかに回数を重ねていくことが大切かということが分かりました。僕の場合は、何曲かにしぼって回数を増やすというよりも、いろんな曲をやる必要があったので、あれが嫌い、これが嫌いと言っていられず、どんな曲調がどのようにアレンジされているかを研究しないといけなかったんです。なので、ジャズ、ボサノバなど様々なジャンルの練習をしました。

  何十曲かやってくると見えてくるものがあります。自分に課していたのは3日で1曲、多い時は1週間で3曲くらい耳コピをしていました。ですが、それらの曲をずっと練習し続ける訳ではないので、段々と忘れていきます。それでいいと思うんですね。自分の中のどこか奥深いところに絶対刷り込まれているはずなんです。それが曲の10%か20%としても。「やっては忘れ、やっては忘れ」を繰り返したのは、結果的には良かったです。1年くらいするとこなれてきて、ベースをこうすればいい、和音の数はたくさんなくてもいけるとか、勉強できましたね。このやり方ゆえ、時間がかかったのかもしれないですが、基礎部分はものすごく強度なものになっています。何かに取り憑かれていたようでしたね。その間、犠牲にしてきたものも多いです。ご飯もろくに食べてなかったし。それくらい自分でやらなければいけないと追い込まれていたんですね。何かを身に付けないと、「これが僕です」と売り込んでも仕事にならない。この2年間というのは僕の音楽人生の中で一番練習したというか、戦闘状態でしたね。練習時間も決めてないので、10時間以上の日もありました。狂ってしまいそうなギリギリのところにいたんでしょうね。

  

  40才を過ぎて音楽のキャリアもそれなりにありましたから、コピーをたくさんしてきても、それはしょせん真似でしかないので、そこから先をどうするかということを考えました。ある程度曲の作り方、チューニングに関して耳コピで汗かきながら学び、真似てきましたが、「自分はどうするんだ、お前は何なんだ」というところに、自分がロックが好きだったことなどを取り入れて、自分の方向性を明確にしていきました。

  元々ロックが好きだし、管楽器系のファンクも好きだし、フォークも好きです。これらがチラホラ散在する感じで、どんなに洋物をやっていてもどこかに日本人が絶対にあるはずなので、日本人ということを意識するのではなく、結果的にそれが出るのが1番いいと思いました。

  

  この2年間は僕にとって非常に大きなものですが、残念ながら記録をとっていません。日記を書いてた訳でもなく、何をコピーしたかも残っていません。これらを書いておいたら、一冊くらい本が書けたかもしれませんね(笑)。書く時間があったらギターを弾いていたかったからかな・・・

  譜面も残さず、耳だけでやっていたので、今では曲を聴けばキーが何かもだいたい分かるし、チューナーを使わなくても音程はほぼ合ってます。今はコンピューターの打ち込みだったりベースも6弦があったりと難しくはなってますけどね。

  当時は、この音は2音なのか3音なのか、半音なのか1音なのか、ブルーノート系を使っているとメジャーかマイナーかわからない時もあるので苦労しました。一番辛抱して聴き分けたのはジョー・パスですね。難易度は一番高いです。コードなどを知っていれば、ジョー・パスはコードを崩しながらやってるとわかるのでしょうが、後からそれを知りましたからね。段々とコードがわかるようになってコピーの速度も上がりました。遠回りのように見えますが、良かったことは、人に教えてもらったのではなく、自分で失敗しながら発見したことですね。
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  ■表面的なテクニックは必要ですが、アートというのはそういうところだけではありません

  

  -全て独学でソロギターを学んだようですが、クリニックなどでそれらを教えることなどは考えていますか。

  

  住出：僕はクリニックなど、教えることは苦手なんです。そんな時間があったら、未だに自分で勉強したいと思うんですよね。

  練習に関しては、よく「人の2倍やれ」と言われますが、それでは甘いです。10倍はやれとしか自分では言えません。自分もそうやってきましたから。アマチュアであればそこまでやる必要はないですが、僕らはそれでご飯食べています。アーティストとして、芸術というふわっとしたものを形にしてお金をいただいています。そうなると、厳しさも増していきます。ギターは上手く弾けて当然なんです、プロなんですから。そこから先、「あなたは音楽的に誰なんですか」と。そこが分かれ目になるんです。みんな、「誰々みたい」というプロセスはあります。最近の若い人の演奏を見ても、僕らが若い頃よりはるかにうまいですが、圧倒的に個性が足りない。何をやりたいのかわからない。せっかく、あなたという人は世界で一人しかいないのに・・・例えば、トミー・エマニュエルのようになりたいのは理解できても、すでにトミーがおるやんかと。これは意見が分かれると思いますが、ものすごくもったいないことだと思うんですよね。自分だけの音楽、つまりハンコのようなものを、人の心の中に刻み込みたいじゃないですか。たとえトミーの曲がうまく弾けたとしても、それはあなたが凄いのではなく、トミーが凄いんですよと。そういうのもアリなんでしょうが、せっかくソロギターという真っ裸のジャンルで勝負しているのであれば、あなたは誰だと聞かれた時に、能書きではなくギターを弾いたら分かるくらいになって欲しいというのが、自戒をこめて思うことです。今の若い人は技術的には圧倒的にうまいのですが、やっぱり何か足らない。

  

  表現力が足らないというか、まだ手数とか技術の方に意識がいってますよね。

  ジョー・パスの後期ですが、手数がものすごく減るんです。どんな楽器の人でもそうですね。言葉でもそうです。段々と言葉数が減り、間を大切にするようになります。ギターであれば、それがビブラートなのかもしれないし、リヴァーブの力を借りた空間を漂うような表現かもしれない。表面的なテクニックは必要ですが、アートというのはそういうところだけではありません。心と心が空気中でつながっていくかどうかということだと、最近よく思います。もちろん経験の浅い深いによって段階があるんですが、今はこういう考え方になってきました。

  

  -クリニックをやるのであれば、自分で勉強したいということですが、まだ練習量は多いのでしょうか。

  

  住出：今はあと2年で還暦になる58才ですので、練習をしないと不安なんです。忘れるのが速くて、10年前とは違いますね。同い年くらいのギタリストとこのことについて話してみたいです。トミー・エマニュエルは僕より一つ上、ローレンス・ジュバーは3才年上ですから、おそらく同じような悩みがあると思いますよ。僕と同じくらいの年代の人は本番ギリギリまで練習してますからね。本番前に弦を替えても弦がへたってますから。本番5秒前まで弾いてます（笑）。昔は練習というものがもっと違うところにありました。

  技術を習得して、ソロギターの作り方を学ぶということを主に練習していましたが、今はライブが決まったら早めにメニューを決めて、きちんと弾きこんでいます。それでも人前に出ると、今でもレベルは下がりますしね。これは永遠の課題です。

  

  -これだけステージを重ねても緊張はありますか。

  

  住出：何回か続けていくと、慣れてしまっていい方向にいかないものです。日程の間隔が空きすぎると体調は戻りますが、ステージ感が狂います。理想的なペースで空けられればいいのでしょうが、そういう訳にもいきません。

  自分で今日は弾けたな、と思うのは年に数回くらいです。それも勘違いかもしれないですけどね。自分で評価してはいけないでしょうし、お客様がよかったと思えればいいのですが。だから頑張るのかもしれないですね。

  いろいろなことを試しましたよ。そんなに緊張するなら「いい加減にやってみたら」、と言われて、手を抜くのではないですが、いい加減な感じでやってもうまくいかない（笑）。めちゃめちゃ練習してもうまくいかない。適度にやってうまくいくこともあれば、うまくいかない時ある。精神面での処方箋はないですね。練習をして「よし、いける」というところまでいけば、レベルが下がっても80より下がらないとかは経験でわかりますが、メンタル的なことは難しいです。

  

  スポーツでもそうでしょうが、小さな成功を積み重ねて自信につながるじゃないですか。100を目指していてもなかなか100にはいかない。30点や50点だったり、ある時90点までいっても次は70点だったりする。練習をさぼっていると、このレベルの落ち度が違います。これは誰に対してというよりも自分に対してですね。自分が納得いかないじゃないですか。しっかり準備してやって弾けなかった時、お客様からは素晴らしいと言っていただけても（うれしいですが）、やっぱり自分に厳しくいかないといけない。

  おそらくソロギターの人はみんな完璧症じゃないですかね。でなければソロギターなんかやってないでしょう(笑)。話は変わりますが、だから僕は電波時計が好きなんです。一秒単位で時間が合うのを見るとゾクゾクします！　はい、完璧な完璧性です！

  

  ソロギターは100%自分のコントロール下にある訳ですから、よく弾くのも悪く弾くのもほぼ自分の責任です。こんなやりがいのある仕事はないですね。良くも悪くもお客様をコントロールして、コントロールもされる。全て自分にかかってます。自分はモロにそうですね。ライヴの途中でも「今弾いたところテイク2いきたいな」とか思います(笑)。だからライブは面白いんですよね。

  

  根本的に大切なのは、ベストをつくす準備をしているかということです。いろいろなギタリストがいて、差が出てくるのはそういうところではないでしょうか。お客様に対しては結果だけなので関係のないところですけどね。

  僕もお金払ってライブを見にいったら期待をします。でもその期待度と結果というのはなかなか合わないですよね。自分の期待度が間違ったところで上がってしまう時がありますからね。だから、僕はあまり凄いとか言われたくないです(笑)。そういうところは気楽にいきたいですね。

  

  -聴く側にハードルを上げないでくれと(笑)。

  

  住出：いえ、ハードルは上げて当然です。でも、もう僕は年齢的、経験的に勘違いしませんが、若い人はチヤホヤされると勘違いするじゃないですか。周り、特に世界にはうまいのがいくらでもいるのに。僕は常に自分でいられるアーティストでいたいですね。

  今年は久しぶりに海外3ヶ国に行きましたが、いい勉強になりました。観客が圧倒的に若いですね。主力は20代で、10代も多いです。日本ではなかなかないですね。若いギタリストには相応の若いお客さんがいるのでしょうが。シンガポールは幅広い世代でしたが、台湾、マレーシアは若かったですね。若くてギターが好きというのはうれしいですね。未来があるから。

  

  -アジアでソロギターが流行ってきているのでしょうか。

  

  住出：今回主催のホワン・チアウェイ氏によると、チョン・スンハくんが行くと1000から2000人、特にインドネシアでは爆発的な人気があるようです。アジアではスンハくん（17歳！）がすごく人気がありますね。日本では海外から来てもなかなか入りません。トミーでも他の国と比べるとかなり少ないですね。それだけ日本のマーケットがこういう音楽に向かないということでしょうか？　10年前よりは随分よくなってると思いますけどね。認知度や動員面ではまだまだです。自分の音楽のレベルを下げずに、そして音楽的にも媚びないでお客様に来てもらうというのは難しいですね。わかりやすいギター音楽もたくさんありますが、僕がやる必要はないんです。僕よりも長けた人はたくさんいるし、そういうのもアイデンティティに関係してきます。なぜかというと、僕は歌をやっていた時にすごくフラフラしていたんです。メジャーレーベルにいたので、周りはヒット曲の話ばかりです。誰かがヒット曲を出すと、こういう感じがいいのかな、とかだったので、それこそお前は誰やねん、と言われたら答えられないようなことばかりやってました。メジャーにいると、やってる以上は売れたい（売れなければいけない）というのがあります。今はどこかに所属している訳ではなく、自分でやりたいことだけ突っ走ってやってます。でも、もう少しソロギターに関心をよせてほしいですね。もう一人くらい若い人がメジャーで出てくれるといいんでしょうね。あと女の子もいいでしょうね。アイドルみたいな女の子がめちゃくちゃギターがうまいみたいな。こういうジャンルがあるんだということを知ってもらえればいいですよね。僕らがやってる音楽はマニアックですが、そこには他にはない個性があると思います。
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  ■レコーディングの最中でも次のアルバムのことを考えていたりします

  

  -ニューアルバムについておうかがいしたいと思います。これまで年に1枚必ずアルバムをリリースしてきましたね。

  

  住出：そうですね。いちばんの理由は、売れようが売れまいが、自分に課していかないと怠けてしまうからです。頭の中にうごめいているアイデアを形にしないと自分としては収まりません。レコーディングの最中でも次のアルバムのことを考えていたりします。こういう創造力の火は消したくないんです。

  今回リリースした「Back to Basics」をスタンダードチューニングでいくということは随分前から決めていました。当初は13曲だったのですが2曲カヴァーを追加して、1曲だけ変則チューニングを使ってますが、14曲がスタンダードです。15周年と区切りがいいので、いったんスタート台であったスタンダードチューニングに戻りたいという気分ですね。スタンダードの魅力というか、スタンダードチューニングを考えた人に拍手を送りたいくらい、よく考えられたチューニングですからね。 今回はメロディがしっかりとしてわかりやすい曲を選んでいます。難しい速い曲でもメロディがきちっと見えてくるというのが理想だと思っています。

  

  -カヴァーを３曲入れているのですね。

  

  住出：「蘇州夜曲」をライブで演奏すると喜んでくれる人が多く、アルバムに入れてほしいという声が多くありました。上田正樹さんの「悲しい色やね」は「House Of Hits」というアルバムに収録していますが、その時は変則チューニングでした。今回はスタンダードチューニングで全然違うアレンジになっています。これもアルバムに入れてほしいという声が多かったですね。あとは、「The Water Is Wide」です。

  

  -今回はいろいろなギターで収録したようですね。

  

  住出：5本使っています。今回のアルバムはドルフィンギターズさんのレーベルから出ているのですが、いろいろギターを使わせてもらいました。ガットギターも2曲で使っています。自分のものではないギターを使うというのは結構大変なことでした。スタジオに行って初めて使うギターなので、使い慣れていないんですね。弦高などはこれくらいで、と事前に伝えていますが、弦もコーティング弦ではなく、普通の弦を使っていて、1曲1曲替えています。スケールやネックの幅がそれぞれ微妙に違っています。コンマ数ミリの違いなのですが、弾きづらさなども出てしまうんですね。でも曲調に応じたギターを選んでいます。オールマイティなギターではあるのですが、このギターはバラードの方が冴えるなとかありましたね。聴いていただければ違いがわかると思います。

  

  【使用ギター】

  Jack Spira

  Kronbauer

  Keystone

  SUGI CRAFT Nougat

  ZUCQ Giulietta(ナイロン弦)

  

  -これまでガットギターを使われたこともありますか。

  

  住出：はい。「Good Company」で使っています。普段まったく弾いていないので弾きづらいですけどね(笑)。

  

  -同じギターとはいえ別の楽器くらいの感覚があると思います。

  

  住出：全然違いますね。弦高や弦のテンション、ネックの幅などが全く違ってきます。でもガットならではの感じになったと思います。今回使用したギターはそれぞれ個性が違って面白かったですね。いろいろ勉強になりました。これだけ個性が違うので、どれがいいというよりは好みになってくるでしょうね。僕らがやってる音楽もそうです。うまいといっても、好きか嫌いかですから。たまたま自分と波長の合った人達がライブに来てくれます。みんながみんなそうなる訳ではなく、ライブに来た人が友達を連れてきてくれても、その友達がハマるかどうかは、その人の好みなのでわかりません。それこそ一期一会ですね。僕らもテレビを見ていても心の中で勝手に決めてますよね。こいつアホかとか(笑)。こんな下手でよく歌っとるなとか(笑)。こういうのは誰でもあるはずで、それが僕らにも当てはまるんです。だからこそ、自分がやりたいことをやった方がいいんです。どうせそういうことを言われますからね。人に合わせてしまうと無色になってしまう。よく見ると、ダントツで売れている人は、ダントツに嫌いな人も多いはず。ですが、耐えられないという人が多くても圧倒的に支持する人が上回っています。好きでも嫌いでもないというのは中途半端なんです。それだけアーティストに色があるということなんですね。そういうことはすごく必要だと思うんですね。抜けきれないアーティストは何か個性が足りないんでしょう。例に出して申し訳ないですが、松山千春さんなんかはいい例ですね。正直なところ、好きじゃないという人もいると思いますが、それをはるかに上回る、圧倒的に支持する人がいます。無色になり、玉虫色みたいだと、一般受けはするかもしれないけれども、どうでしょうか？　僕なんかは自分がやりたいことを突き詰めたいと強く思っています。これは自分の感覚ですが、どこまでソロギターの表現力や技術を含めて、アートとして上がっていけるか、というのがあります。自分の中ではそれがすごく大切なんです。売れるかどうかも大切ですが、自分が純粋に納得できるかどうかです。その道筋でついてきてくれる人がひとりでもふたりでも増えてくれたら、それ以上に嬉しいことはないですね。今後は妙な媚び方はやめる、自分にもお客様にも媚びたらいけないんです。正直にやりたいことをやる。僕の場合、極端にあの人の音楽は嫌、というのが出てきた方がいいのかもしれない。それくらい頑固にやっていきたいですね。人間的には昔より丸くなってますよ(笑)。平和にいきたいですが、音となると、いい意味でお前と違う、というところがないといけない。

  

  オーストラリアにいた時に、いろいろな人にナメられたので、それが僕にはトラウマみたいになっています。とにかく、ナメられたくないというのがものすごくあります。僕のキーワードですね。いわば、僕のギターの原点は、そこから生まれた反骨精神に基づいていると思います。しつこいようですが、極端にいうと、ナメられたら終わりです。例えば、インターナショナルギターフェスとかで5人、10人の出演者の中で、楽屋にいれば上下関係がわかります。年齢は置いといて、セッションをすれば誰がうまい、いまいちというのは一発でわかります。ミュージシャン同士は、そこではそんなこと絶対に口にしないですが、4小節くらい一緒にやればわかります。そういうのをたくさん見てきています。こういうところでナメられたくないというのはありますね。軽く見られるというのはアーティストにとってはよくありません。逆に言えば、自分の中に圧倒的にしっかりとした芯とか力がないと、相手は見てくれないということですよね。トミーのように、ステージで相手に頭突きを入れて、さらに倒れてるのに金的まで入れるくらいのギターを弾かないといけない（笑）。トミーをなめる人なんて誰もいないですよね。極めるというのはこういうことではないでしょうか。いくら若くても、おっと思ったらそこにはリスペクトが生まれ、いい意味で一目おかれます。ただ、かなり精進しないといけません。

  一目おかれているギタリストの演奏を見ると、技術はもちろんのこと、全ての面で違います。ステージマナーや、サウンドチェックを見るだけでも違いがわかります。見られているということもわかっていますし。プロとしての自覚が高いんです。いろいろなギタリストが集まると面白いですね。若い人達も、年齢が近かったりすると火花が散るとまではいかないまでも、いろいろあるんじゃないですかね。

  僕にはナメられたくないというのはものすごいエネルギーになってますね。普段はナメられてもいいんですよ（笑）。ただ、ギターを持ってステージに出た時は、圧倒的な存在でいたいと思うんです。僕の目標ですね。ギターを持った時点でみんなが納得するくらいの域にいきたいですね。いつになるかはわかりませんが、そういう場所というのはあると思います。

  

  今、ようやく自分のギターが自分の右腕となって、自分の一部となったなという感覚があります。自分の感情が素直にギターに伝わります。だから逆に怖いですよ。ギターは嘘をつかないですから。いい面と怖い面がわかり始めたような気がします。

  弾いていて、どっちがどっちかわからなくなる時があります。自分がギターに伝えてギターが応えているのか、ギターに自分が応えているのかという感覚があります。単にギターを弾いているだけではないんですよ。間の感じが最近ものすごく、いい意味で気になります。昔に比べたらバラードはよくなってるはずなんです。こういうのを口で言うのは簡単ですが、観客が何も感じなかったら終わりです。伝わるものは伝わるものと信じて演奏するしかありません。だからこそ、きちんと発信するレベルにいかなければいけない。常にこちらがうまく発信していかないといけない。

  だから、良くも悪くも人の心を動かしている訳ですから、できればいい影響を与えたいですよね。僕らはお客様の笑顔を見て、また頑張ろうと思うのですから、ヘルシーなギブ・アンド・テイクを提供していければと思います。

  

  -今後の活動はどのような予定がありますか。

  

  住出：昔はライブを多くやるのが大切でしたが、今は質ですね。本数は減るかもしれませんが、準備をきちっとして、大袈裟にいうと魂を削るくらいのライブにしたい。だから最近ライブは疲れます。年齢的なこともあるのでしょうが、精神的に注ぎ込みますからね。でも終わった後は気分爽快です。量より質で、もっと質の高いギター音楽を求めていきたい。まだまだ伸びしろはあるはずですし、できていないこともあるので、まだまだ伸びていきたい。おそらく音数はそのうち関係なくなるでしょう。10個のことを伝えるのに10個の言葉はいりません。3個でも伝わる時がありますからね。逆に7個が邪魔な時もあります。手数を乗り越えた質というものを追求していければいいなと思います。きっとそれは伝わるはずなんです。最近は、昔やっていたような派手にギターを叩いたりする部分はほとんどないです。意識的にしている訳ではないですが、表現方法が変わってきたのでしょう。昔はしゃかりきにロックやってましたからね。バラードは1,2曲しかやらなかったです。今はどちらかというとバラードが多いですね。アップテンポだから表現できないというのではなく、バラードの方が今は自分にしっくりくるという感じです。自分の曲である必要もないですね。オリジナルでなければいけないという感覚もなく、最近はカヴァーが多いですね。それでギターの良さに気付いてくれる人も多いです。知ってる曲をギターで弾くとこうなりますよと。まぁ、ギターよりオリジナルの方がいいと言われればそれまでですが(笑)。ただ単にライブをやるというのをやりたくなくて、毎回何かしらテーマを持って、きちんとしたものを提供したいですね。今はそういうプログラムになっています。

  

  あと、僕というよりも、これから出てくる人達を含めて引き続きサポートしてやってください。僕が言い出しっぺでやるほど甲斐性が無いので歯がゆいところですが、何かフェスティバルをやっていかないといけない。そういう場所で、こういうアーティストがいるんだということが少しずつ広がっていくと、ソロギターに限らず、アコースティック音楽と考えたらチャンスも無いことはないです。そういう企画もやりたいけど自分のことでいっぱいなので・・・できればいろいろやりたいですけどね。アーティストはお金をいただく訳ですから、それに見合った内容をきちんと練ってやってほしいです。これは自戒をこめてですね。

  

  -最後にギターファンにメッセージをお願いします。

  

  住出：ギターファンの皆様、僕よりうまくならないでください(笑)。僕よりうまくなりそうだったら、そこで練習はやめてください(笑)。というのは冗談ですが、ギターを弾く人にとって楽しみの一つであってほしいですね。僕らみたいにプロになってしまうと、ものすごく犠牲にする部分も出てきます。趣味の範囲であれば楽しくないと。そこで友達ができたりとか、そこにギターがあると僕らはうれしいですし、そこでMasa Sumideのライブを観にいこうかとなったら、もっとうれしいです。いい意味で今後はお返しできればと思いますね。僕もギターがあったからこそ今までの人生が楽しいです。ギターがなかったら何もありません。No Guitar,No Lifeです！

  

  【2014年5月9日ドルフィンギターズ恵比寿店にて】

  


  


  住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  1956年 京都府生まれ。

  1974年フォークグループ「シグナル」に参加、翌年「20歳のめぐり逢い」でデビュー、1983年の解散までシングル14枚、アルバム7枚をリリース。

  その後、武田鉄矢、谷村新司らのサポートをこなす。

  1996年オーストラリアに移住、ソロギタリストとしての活動を始める。

  1999年初のソロギターアルバム「TREADIN' EASY」をリリース。

  2002年帰国、日本を拠点にソロ活動を始め、毎年アルバムをリリースしながら、2011年には滝ともはる、矢沢透と「HUKUROH」を結成、ソロ、バンドとも精力的に活動中。

  

  プロフィールの詳細はこちら→http://www.masasumide.com/biography/index.html

  


  


  【New Album】Back to Basics
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  1.Say The Word

  2.Too Hot To Handle

  3.A Night To Remember

  4.Am I Blue

  5.Massa Nova

  6.The Water Is Wide

  7.Happy Heart

  8.Short Short Story

  9.Will You Be Mine?

  10.Close Your Eyes

  11.Missing You

  12.Make It Funky

  13.Live It Up

  14.悲しい色やね

  15.蘇州夜曲

  

  2014年5月24日発売

  日本録音/K-Dol

  ￥3,000（税込み）

  

  ドルフィンギターズ　ショッピングサイト

  http://dolphin-gt.co.jp/SHOP/2014051001.html
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  特集：TOKYOハンドクラフトギターフェス2014

  


  10年目を迎え、2014年5月24,25日に行われたTOKYOハンドクラフトギターフェス。おそらくは昨年より入場者数が増え、ますます盛り上がっていました。

  ここでは個人のギター製作家を、全員ではありませんがご紹介いたします。
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  TOKYOハンドクラフトギターフェス公式サイト→http://handcraftguitar.jp

  


  ■Akira Acoustic■

  http://akiraacoustic.wix.com/akiraacoustic
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  新堀彬：ギターはオリジナルボディのA3というモデルです。これはウィリアム・ラスキンのようなアームレストを付けているので抱えやすいと思います。それと、ファンフレットで1弦から6弦の長さが違い、ブリッジ、フレッとが斜めについています。弦長は1弦側が645mmで6弦側が650mmです。

  トップはシトカスプルース、サイドバックはカーリーメイプルを使っています。ボディの形はOMより少し小さいくらいでクラシックギターに近いです。弦高は少し低めなので、指弾きがしやすいと思います。

  ウクレレはコンサートサイズでこちらもファンフレットになっています。

  

  僕はギター製作を通して木材資源の枯渇などについても皆さんに語りかけられたらと思っています。その現れとして、「きなこくらふと」というサイトで端材で作ったアクセサリーの販売をしています。

  

  ・きなこくらふと

  http://minne.com/kinakocraft

  


  ■Hiramitsu Guitars■

  http://hiramitsu-guitars.com/
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  平光泰典：1番左のギターは2010年に大阪のサウンドメッセでデビューしたメッセモデルです。真ん中はMDタイプ、一番右はSJの変化形です。

  左のギターはトップがイングルマンスプルース、サイドバックがホンジュラスローズウッドです。お客様が赤を基調としたデザインにしてほしいということでした。ヘッドはコンケーブヘッドと言いまして、普通のスロテッドタイプですとヘッドはまっすぐなのですが、中を削りペグを埋め込むことによって曲線にすることができるんです。この方法だとヘッドに自由なデザインの可能性が生まれてきます。

  最近は全体的に板厚を厚くしていて、トップの中心部が3.3mmから3.4mmくらいです。その結果、太い音が出せるようになってきました。板厚をあげたからといって音が響きにくいかというと全くそういうことはなくて、ストレスないようにギターを組み上げていくと、板厚をあげてもトップの振動は得られることがわかりました。それによって得られる効果として、高音部で音がつぶれることがなくなってきました。前は2.8mm〜3.0mmくらいで、この時はバンドなどではエレキギターなどには高音部が負けてしまう感じでしたが、そういったことが解消されてきています。

  MDはトップはシトカスプルース、サイドバックがインディアンローズウッドです。ボディサイズが大きくなると音は出しやすくなります。小さいボディサイズで低音から高音までバランス良く音を出す事に試行錯誤しています。ボディが大きいと自然とそういう音が出てきます。このサウンドを小さいボディで出すのが課題ですね。

  


  ■Ikko Masada Guitars■

  http://masadaguitar.webcrow.jp
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  政田一光：左は今まで作っていたスタンダードなモデルAです。トップがシトカスプルース、サイドバックがインディアンローズウッドです。右が初めて作ったサイズのGA(グランドオーディトリアム)です。以前に作ったGAとはシェイプが変わっています。幅が16インチと大きなボディサイズになっています。ミドルサイズのギターはバランスと中高域をコンセプトに作ってますが、バランスは崩さずにそれでは出せない、低音域が出るギターとしてGAを作りました。

  


  ■Jack Spira Guitars■

  http://www.au-guitars.com/category/1450937.html
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  関根典子(Jack Spira代理店)：日本には2013年11月に初めて入りました。ジャック・スピラのギターでよく言われるのが5弦、6弦がよく響くということです。ジャックは17才からギター製作をしており、ブレイシングなど内部の材をスプルースやメイプルなどの固い木で作ることによって、低音の響きをよくしながら、高音もうまく響かせています。ネックにはファイバーカーボンを入れており、これによっても高音、低音の両方に特徴が出るようになっています。


  -ボディサイズはOMに近いようですが、フィンガースタイル向けなのでしょうか。


  関根：そういう訳ではないですね。オーストラリアでは多くのシンガーソングライターが弾き語りで使用しています。日本ではフィンガースタイルの方にうけてますね。


  

  


  


  ■Kameoka Guitar■
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  亀岡隆之：2本はドレッドノートのカッタウェイ、ジャーマンスプルーストップにハカランダのサイドバックです。あと、ブレイスがアディロンダックにしてみました。ボディサイズは今までと同じですが、バインディングを太くしたりとか装飾を少し変えています。この2本はブリッジの形状も違います。

  もう1本はクラシックギターで、初めて作ってみました。


  -構造は通常のクラシックギターを同じでしょうか。


  亀岡：そうですね。ハウザーのような感じで、オーソドックスなスタイルです。前々から研究をしていて、鉄弦のために作っているといっていいです。実験の結果が反映しやすいですね。クラシックの方が悪い事をしたら悪い事が出やすい。よい結果が出ればそれを鉄弦に反映します。クラシックも鉄弦も基本的には効率よく鳴らすというのは一緒です。

  


  


  ■Keystone Stringed Instruments■

  http://keystone-si.com
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  西恵介：まず、スモールジャンボサイズでサイドバックがウエンジ、トップがジャーマンスプルース。もう1本がモディファイドドレッドノートのカッタウェイでサイドバックがマダガスカルローズウッド、トップがコーカサススプルースです。この他、カスタムオーダーですが、スモールジャンボサイズでトップがジャーマンムーンスプルース、サイドバックがフレイムマホガニーです。ハカランダの指板、ブリッジでサイドが開閉式のサウンドホールが付いています。リブレストも付いてます。インレイは小川インレイの小川さんにお願いしました。花魁と、中にはツグミもいます。

  インレイはお客さんが面白いことをやってほしいということで、花魁になりました。ストーリー性もあって、花魁がツグミを見ているところなんです。ツグミでさえ二人なのに私は一人、といった感じです。ツグミをトップに入れてしまうと平面になってしまうので、ストーリー性を出すために奥行きというか、立体感を出した方が面白いと思います。

  インレイに関しては小川さんに説明してもらいます。

  

  


  


  ■OGAWA INLAY CRAFT■

  http://www.ogawa-inlay-craft.com/OGAWA_INLAY_CRAFT/Welcome.html
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  -デザインは小川さんの考案なのでしょうか。


  小川貴之：はい。キーワードを聞いて、そこからコンセプトというかストーリーを作りました。これに関しては好きなようにやらせていただきましたね。着物の模様のところに、普通はインキを入れるのですが、着物の友禅に使う金箔を混ぜて使っています。


  -ギターのインレイというのは昔からありますが、ここまで細かいデザインはそうなかったと思います。今回はKeystoneのインレイの他にサンプルを出展されてますね。


  小川：はい。サンプルを作る場合はチャレンジ的なものを持ってきます。


  -ギター製作家からの持ち込みもあるかと思いますが、個人の方にもそれぞれ対応しているのでしょうか。


  小川：はい。対応しています。ネタがなくなったらやめようと思うのですが、世の中結構面白いことがたくさんあるので、まだまだ続けていきたいですね。やりたいこともたくさんあります。インレイは音にはあまり関係の無いところですが、インレイがあることによって大分違ってきます。オーナーさんの本当の持ち物になるということもこのフェス中に聞けたので、やっててよかったなと思います。



  


  


  ■M-Factory■

  http://mfac-guitar.com/10th/
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  三好英明：今回はドレッドノートのカッタウェイを出展しています。去年から要望はありましたが、自分でデザインし、カッタウェイ無しだとヘリンボーンですがカッタウェイはバインディングを変えるなどをしています。あと、押尾コータローモデルはHobosさんに置いてあるものを今回持ってきました。ドレッドノートだけでもいろいろなバリエーションがあるので、試してもらいたいですね。

  購入された方にはサドルを標準のものと高め、低めと計3本付けているので、そのケースも用意しました。購入していただいた方にはプレゼントしています。

  あと、M-Factoryのコントローラーが今年の春に新しくなりました。ACアダプターがとても小さくなり、最近は中国、韓国、台湾に行くプレイヤーが多いので、100〜240Vというワールドワイド対応になっています。

  コントラーラーにはミックスアウトとコンタクト、マグネットそれぞれのシングルアウトがあり、押尾コータローはシングルアウトで出してミキサーでコントロールしていますが、アマチュアの方もその方法が増えてきました。今まではミックスアウトしかミュートはかけなくなっていたのですが、シングルアウトにもミュートがかかるようになりました。演奏中にミュートがかかってしまうとどうしようもないので、ミュート機能を解除できるスイッチもつけました。これで今まで通りの使い方と、シングルアウトにもミュートをかけることができます。万が一何かあったら機能を切ることができます。

  


  ■沖田ギター工房■

  http://www.okita-g.com
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  沖田正和：今回はM-Factoryブランドのギターだけでなく、他のモデルも出展してます。


  -本数が多いのに驚きます。どのくらいの期間で製作されたのでしょうか。


  沖田：今年に入ってから作ったものですので4,5ヶ月くらいです。今までないくらいのハイペースですね。ドレッドノートのカッタウェイは初めて作りました。


  -通常のドレッドノートと音の違いなどありますか。


  沖田：違いは感じませんね。今はハイポジションを使う人が多いので興味がある人は多いようですね。

  最近はスチール弦を作ってましたが、ナイロン弦もあります。今までナイロン弦で作ってきているし、やりたいこともたくさんあります。


  -ナイロン弦のモデルにカッタウェイがついてますが、クラシックギタリストだけでなく普段鉄弦の人にも向いているものでしょうか。


  沖田：カッタウェイは今までも作っていて、クラシックではない前提で作っています。ネック幅を狭くもしています。


  


  ■M.Shiozaki Guitars■
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  塩崎雅亮：1本はマーチンの1934年D-42のコピーモデルです。アディロンダックスプルースのトップにハカランダのサイドバック、オールニカワでTバーです。これはまだ塗装途中ですので、これが終わったら塗装をして仕上げます。

  もう一本はルシアーズプロジェクトのギターで、表板と裏板のブレイシングの接着をして削ったもとをファクトリーに持ち込み、そこのベテランの職人さんが仕上げたものです。ファクトリーの職人さんは毎日何十本もやってるので上手なんですよね。そういった職人さんが仕上げているので楽器としてはよく仕上がり、安定供給もでき、コストも安くなります。

  両方に共通してこだわっているのが、ブレイシングの木取りの方法で、大きな木から杢目に合わせて作ります。通常のブレイシングですと、どうしても杢目に沿って亀裂が入ります。目を通したブレイシングですと、万力で挟んで折りましたが、ものすごく強いです。同じ大きさだと強度と粘りがあるので、音もバランスがよく作りやすいし、長持ちもします。

  


  


  ■NOB Acoustic Guitars■

  http://www.nob-acousticguitars.com
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  山本宣哉：OMスタイルでフィンガーピッカー向けの楽器です。レギュラーモデルですが、サイドバックにパーフェローという材を使っています。これはローズウッド系の材料ですね。今までも何本かは作っています。トップはイングルマンスプルースです。

  レギュラーモデルはトップがイングルマン、サイドバックがインディアンローズウッドです。

  レギュラーモデルのボディサイズはこの他にSJ、ドレッドノートがあり、まだ完成していませんが、OOもあります。

  


  ■N.S Guitar Works■

  http://www.nsguitar.jp
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  鈴木尚好：スモールジャンボはいわゆるドンシャリ系で高音がきれいに出るような音作りをしています。

  L-OOのコピーに近いモデルは材料の段階でスモークド乾燥処理というこをしていまして、古くからあるような材のような状態に施しています。ヴィンテージの乾いたサウンドを目指しています。かなり乾いた明るい音が出るようになりました。

  ドレッドノートはサイドバックもスプルースで作っています。

  基本的にはシンプル・イズ・ベストを目指していて、見た目もシンプルかもしれませんが、ユーザー様に気にっていただけるような一本を作っていきます。

  


  ■Sakata Guitars■

  http://www.sakataguitars.com
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  坂田久：ドレッドノートはサイドバックが2本ともハカランダで、トップは1本がジャーマンスプルース、もう1本はアディロンダックスプルースです。アディロンはクラレンス・ホワイトモデルですね。ジャーマンスプルースは板厚が3.6mmありまして、その中にいろいろアイデアを入れています。これは僕の一押しですね。

  シングルオーサイズのナイロン弦は1900年前後のマーチンのレプリカです。ナイロン弦からスチール弦に移行する頃のモデルですね。ブレーシングはXブレイシングで、クラシックギターとは全然違います。ナット幅が45mmなので普段スチール弦を弾いている人でも弾きやすいです。今回初めてナイロン弦を作りましたが、非常にエレガントな感じで、見た目も美しくできたと思います。

  ギブソンL-OOタイプはXブレイシングで、マーチンタイプとギブソンタイプでブレイシングの構造などを変えていません。サイドバックハカランダモデルで、トップはシトカスプルースですが、このスプルースは内田ギターの内田さんが、30年くらい前から倉庫で自然乾燥させていたものです。タップトーンが全然違っていたので面白いですね。

  

  


  


  ■SUGITA KENJI Acoustic Guitars■

  http://www.sugitakenji.com
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  杉田健司：今回出展しているのはシトカスプルースとマートルウッドのカレラOOO、ジャーマンスプルースとマダガスカルローズウッドのカレラOM、シトカスプルースとブラックウッドのドルフィン2です。

  それぞれに新しくしているところはあり、特にOOOはマートルウッド自体が始めて使用する材です。材が軽く反応が速いですね。マートルウッドはマホガニー系に近いですか。ローズ系の方が人気はあると思いますが(笑)、これはこれで軽やかでいいと思っています。

  トップのシトカスプルースはある製作家から譲り受けた材で、その方はこの材をいらないと言われたのですが、僕にとってはすごくいい材なんです。材料に対するそれぞれのアプローチが違うことをものすごく感じました。

  内部も少しずつ変更していて、中にセラックで塗っていたのを塗らなくなりました。

  カッタウェイは丸かったのですが、少し深くえぐり、手が入りやすく、かつスタイリッシュになったかと思います。

  バックは自分で思い描いたものが工程的に案外難しくて、バインディグ、パフリング、センターラインで3日かかってしまいました。立体交差のように見せる柄も面白いかと思ってやってみました。今後こういったバックをやっていきたいと思います。

  


  


  ■SUMI工房■
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  鷲見英一：今回はOOくらいの楽器を中心に出展しています。その中に間違えて加工してラージホールがあります(笑)。これが一番話題になってますね。普通の小さいサウンドホールだと一度中に音が入り、少しこもった感じで音が出るのですが、サウンドホールが大きいとダイレクトに音が出て、SJのような感じになります。これが全ての楽器に当てはまるというのではなく、これがたまたまそうなったとは思います。

  トップは赤エゾ松が基本で、サイドバックはホンジュラスローズウッド、アフリカンブラックウッド、キルテッドサペリなどがあります。同じボディでもカッタウェイとノンカッタウェイがあるので、比べやすいと思います。



  


  


  ■TODA Guitars■

  

  [image: ]

  

  [image: ]

  

  [image: ]

  

  戸田真次：ギターはフルスケールでボディサイズはOOOくらいのサイズです。トップはシトカスプルース、サイドバックはハカランダです。うちらしい音になればという王道の材質です。


  -ピッコロギターも出展されておりますが、今までも作られていたのでしょうか。


  戸田：何本も作ってますね。今はナッシュビルチューニングにしていますが、ギター2人とかウクレレとギターと3人などのアンサンブルの時に、ウクレレやギターと違うニュアンスで音が出るので、市場では他に無いので購入される方がいらっしゃいます。ギターとは別の感覚の楽器という捉え方かもしれません。


  -ウクレレが多いですね。


  戸田：はい。今は7,8割ウクレレを作ってますね。

  


  ■Voyager Guitars■

  http://voyagerguitars.tumblr.com
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  櫻井航：端材で小物を作ってみました。一輪差しは指板の余った材を使っています。ネックの端材などは結構大きいので、こういったものを作ります。

  ギターで昔から作っているのはフィンガー系のギターで、ソモギさんなどを参考にしています。トップがジャーマンスプルースト、サイドバックがインディアンローズウッドです。ブレイシングはXブレイシングとラティスブレイシングを組み合わせたもので、とても軽いギターです。軽く鳴らせますが、強く弾いた時につぶれないように調整していて、指で弾いてもピックで弾いてもいけるようにしています。

  もう一本はギブソンJ-45スタイルです。弾き語りやブルースロックを演奏する方に向けてます。あまりギブソンぽくしてしまうと1,2弦がぺらぺらになってしまうので、そこは個人製作家らしく、ドンシャリ系ではありますが、1,2弦もしっかり鳴るように作っています。


  -ギブソンスタイルは個人の製作家ではあまり作られてないですね。


  櫻井：そうですね。ギブソンが作っているか、国産のOEMなんかではあると思いますが、どうしても量産の音ですので、手工ギターの音で作るのが面白いと思いました。見た目はギブソンですが、バインディングが木だったりもします。

  


  ■Water Road Guitars■

  http://www.waterroad-guitar.com
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  増田明夫：1本は去年から作り始めた廉価バージョンのLibero Arteです。欲しいけれども高いと言われるので(笑)、少し安くしようと始めました。

  1本はD-Arteで、トップはジャーマン・ムーン・スプルース、サイドバックはハカランダです。ヘッドには増長天のインレイが入ってます。


  -ヘッドのインレイは奥様の作品でしょうか。


  増田：そうです。今回はひさびさに展示会に出てくれました(笑)。

  


  ■Yokoyama Guitars■

  http://www.yokoyama-guitar.jp
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  横山正：今回6本あり、それぞれタイプが異なります。サイドバックでは少し前から使い始めたパドックや、今回初めて使ったアフリカンエボニー、インディアンエボニーなどがあります。


  -エボニーはどのような音でしょうか。


  横山：重い材なので、やはり重い音ですね。ボディはほとんどARですが、1本SJがあります。SJですが、サイズが小さく厚さも薄めになっています。


  


  ソロギターの日 ライブ&懇親会

  


  2014年6月1日

  会場：ミューズモード音楽院本館


  出演

  松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  井草聖二　http://www.igusaseiji.com

  okapi http://okapi-music.com/

  奏帆　http://www.kanaho.com<

  


  「ソロギターの日」イベントとして行われたギタリスト松井祐貴さん主催のイベント。

  豪華な4人のギタリストの演奏と、有志10人による演奏から懇親会へと続く。ギタリストとギターファン、およびギターファン同士の交流を楽しめるイベントです。

  4人のギタリストは順番にソロの演奏、一人30分くらいですが充実した内容です。ギターファン有志の参加者は最年少が中学生と、とても年齢層もジャンルも幅が広く、緊張の中にも充実感があったようです。

  これだけのギタリストが集まることも希少ですが、じっくりとギターファンにとっては、ギタリストと交流が楽しめるのも貴重でしょう。

  

  本誌では、ライブの写真と曲目をご案内します。

  



  ■okapi

  魁〜Sakigake〜

  moon stone

  anger

  stand alone

  PUZZLE
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  ■井草聖二

  モノローグ

  Windmill

  スイングしなけりゃ意味がない

  シルクハット

  花火
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  ■奏帆

  美女と野獣

  Get on with your life

  新曲

  Snow Light

  いっぼんみち

  Memories
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  ■松井祐貴

  OVERTAKE

  Sunny Day

  Photo Album

  Rider
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  ソロギターの日 スペシャルライブ in 東京

  


  2014年6月1日

  会場：ミノトール2

  

  okapi http://okapi-music.com/

  西村歩　http://www.ayumusic.com

  Aki Miyoshi http://aki-miyoshi.jimdo.com

  南澤大介　http://www.bsvmusic.com


  


  去年に引き続き行われた「ソロギターの日」イベント。

  様々なタイプのギタリストが集まり、とても充実した出演者です。

  昼のイベントからダブルヘッダーで臨んだokapiさんのパワフルな演奏、西村歩さんはイベントならでの「13フレットのオルゴール」からのスタート、唯一のナイロン弦でしっとりと聴かせたAki Miyoshiさん、カヴァー、オリジナルともに幅広いタイプの選曲であった南澤大介さん。

  アンコールも3曲ととても豪華なイベントになりました。来年以降も是非続けてもらいたいイベントです。

  

  本誌では、ライブの写真と曲目をご案内します。



  ■okapi

  魁〜Sakigake〜

  moon stone

  blue

  anger

  tegami

  PUZZLE
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  ■西村歩

  13フレットのオルゴール

  SUNNY DAY DRIVE!!

  やさしい雨

  桜

  祈り
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  ■Aki Miyoshi

  Someday my prince will come

  Warm Ice

  螺旋の光

  涙そうそう

  Fly me to the moon
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  ■南澤大介

  おぼろ月夜

  故郷への長い道

  サザエさん一家

  残酷な天使のテーゼ

  Stairway to Heaven

  ふるさと

  星を継ぐもの
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  アンコール1

  All of me

  Stand by me
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  アンコール2

  Desperado
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  イベント、ライブ情報

  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  ◇◇ライブ情報◇◇

  



  ■Aki Miyoshi　http://aki-miyoshi.jimdo.com/

  

  7/19（土）大阪・北浜「 地下酒場 」

  Aki Miyoshi スペシャルライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円

  お問い合わせ http://peggysue.monodachi.com/access

  

  9/7（日）大阪・桃谷「 Acoustic Live Cafe Anie 」

  Aki Miyoshi ソロライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金2,000円

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  

  ■GIN　http://gin.mistysky.net/

  

  6/19(木)兵庫・神戸「 サロン・ド・あいり 」

  【出演】　 シオン / GIN （Gt) / 佐々木健太 （Bs)

  Start19:30 21:00

  料金4,000円(お食事・ドリンク付）

  お問い合わせ078-241-1898

  

  6/21(土)大阪・箕面「 Vintage Cafe 昭和 」

  【出演】　 ナカシオン / クロチェット

  詳細後日

  お問い合わせ 072-735-7795

  

  

  ■井草聖二　http://www.igusaseiji.com/

  

  7/12(土)東京・六本木「 jazz live&bar softwind」

  井草聖二ソロライブ

  Open13:00 Start14:00(40分x2ステージ入れ替え無し)

  料金2000円(ドリンク別途)

  お問い合わせ 　http://www.softwind.jp

  

  

  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  6/20( 金)東京・曙橋「Back In Town」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open18:00 Start19:30

  チャージ2,625円

  お問い合わせ　０３−３３５３−４６５５

  

  6/28( 土)東京・下落合「リトルボニー」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Start15:00

  チャージ1,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ 070-5073-7847（夕紀えみ）

  

  7/5(土)兵庫・尼崎「浜名医院内　DENホール」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  ＊完全生音ライブです。

  

  9/18( 木)兵庫・西宮「Uncle Jam」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  チャージ2,800円

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  9/20( 土)山口・ 防府「JAZZ屋」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ ０８３５−２２−９２３０

  

  9/21( 日)福岡「箱崎水族館　喫茶室」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ０９２−９８６−４１３４

  

  9/22( 日)福岡・小倉「フォークビレッジ」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　０９３−５１１−２１１５

  

  12/6(土)兵庫・尼崎「浜名医院内　DENホール」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  ＊完全生音ライブです。

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  7/5(土)和歌山「Hobo's Bar（ホーボーズ・バー）」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Start20:00

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  

  7/13(日)広島「Flying Kids（フライング・キッズ）」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open17:30 Start18:00

  料金3,000円（要１ドリンク・オーダー）

  

  7/17(木)北海道・旭川「アーリータイムズ」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（ドリンク別）

  

  7/18(金)北海道・富良野「傷つく森の緑」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  

  7/19(土)北海道・苫小牧「さいとう楽器／音楽CAN」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  Open18:00 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円

  

  7/20(日)北海道・釧路「喫茶えいが館」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  Open18:00 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付き）

  

  7/21(月)北海道・帯広「くつろぎの店 彩乃」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（１ドリンク＆おつまみ付き）

  

  7/24(木)北海道・小樽「一匹長屋」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  ゲスト／浜田隆史

  Open18:30 Start19:00

  前売3,200円　当日3,500円（１ドリンク付き）

  

  7/25(金)北海道・札幌「Live & Dining Mellow」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  Open19:30 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円（ドリンク別）

  

  8/3(日)富山「開進堂楽器 楽器センター富山２階　L1ホール」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open18:00 Start18:30

  料金3,000円※前売り特典：TABサムピック付き

  

  8/23(土)千葉・九十九里「丸太小屋ライヴ・レストラン“シーブリーズ”」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  OA／千葉英樹

  Open18:00 Start18:30

  前売2,500円　当日3,000円（ドリンク別）

  

  8/29(金)静岡「LIVING ROOM」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ（～バースデー・ライヴ～）

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  

  8/30(土)静岡・浜松「なんでモール」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ（～バースデー・ライヴ～）

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  

  9/6(土)東京・町田「カフェ万象房」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ（～バースデー・ライヴ～）

  OA／斎藤ヒロシ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（ドリンク＆フード別）

  

  9/7(日)埼玉・南浦和「ライブ＆カフェ 宮内家」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ（～バースデー・ライヴ～）

  ゲスト／垂石雅俊

  Open17:00 Start17:30

  料金3,240円（ドリンク別）

  

  

  ■岡崎倫典 http://www.rynten.com/

  

  6/21(土)徳島「 寅屋」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ TEL 088-677-3233

  

  6/22(日)愛媛・松山「 スタジオOWL（オウル） 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円（1ドリンク付き）

  お問い合わせ同 TEL 089-941-0036

  営業；11:30〜24:00　定休なし（臨時休業あり）

  ライブ予約 https://ssl.form-mailer.jp/fms/1cae4450298761

  

  6/25(水)奈良「 ビバリーヒルズ 」

  岡崎倫典　ビバリーヒルズ還暦ライブ 第2弾

  ゲスト：押尾コータロー

  Open18:30 Start19:00

  前売6,000円　当日6,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ ビバリーヒルズ　TEL 0742-26-7444

  

  6/28(土)兵庫・尼崎「 Blue Door（ブルードアー） 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  前売4,000円　当日4,500円（1ドリンク付き）

  お問い合わせ TEL 06-6435-8786　営業：18:00〜22:30　年末年始休

  

  6/29(日)和歌山・田辺「 Oran-Chi（オレンチ） 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  前売3,500円　当日4,000円（オーダー別途）

  お問い合わせ 同 TEL 0739-25-0031　営業21:00〜、不定休

  

  7/5(土)福岡・朝倉「 Music, Tea & Live 音茶 」

  〜音茶サマーライブ〜

  岡崎倫典ソロ

  O.A.　三ヶ尻聖一、他多数。終演後：三ヶ尻聖一ショー

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円（要1ドリンク）

  お問い合わせTEL 0946-52-3672

  又は　フィールドウイング　TEL 0946-52-3671

  

  7/22(火)北海道・富良野「 啄木鳥 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ TEL 0167-23-4766

  営業：19:00〜、定休無し

  

  7/23(水)北海道・旭川「 フォークジャンボリー 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  料金4,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせTEL 0166-27-1774

  営業：20:00〜、日曜休み

  

  7/26(土)静岡・浜松「 なんでモール 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  お問い合わせ TEL 053-474-8889

  

  7/27(日)広島・福山「 とおり町交流館 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:00 Start18:30

  前売3,500円　当日4,000円（税込・1ドリンク付き）

  お問い合わせ Bar Caboulot（バー・カブロ） TEL 084-926-5966

  営業；18:00〜、日曜休み

  

  8/7(木)東京・曙橋「「 バックインタウン 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:00 Start19:30

  料金3,780円

  お問い合わせTEL 03-3353-4655（15:00〜、日曜日定休）

  

  

  ■小川倫生　http://www.ogawa-michio.com/

  

  6/20(金)宮城・仙台「SENDAI KOFFEE CO./センダイコーヒー」

  小川倫生LIVE at SENDAI KOFFEE

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円(1ドリンク付)

  お問い合わせ】SENDAI KOFFEE 022－224-7403

  または、fpg_jun@msn.com（ワタナベ）、info@ogawa-michio.com（オガワ）

  

  6/21(土)福島「Live & Coffee Bar Re-Acoustic」

  小川倫生 at Re-Acoustic【Part Tme Session Vol.8】

  【出演】　小川倫生、一柳秋紀、大内康平、清野友之

  Open18:30 Start19:00

  料金1,500円(2D付)当日2,000円(2D付)

  お問い合わせ　Re-Acoustic　Tel:024-529-6305

  

  6/22(日)福島・郡山「MAPLE-COFFEE&DONUT-」

  「キクチ食堂」桑野３丁目

  【出演】　小川倫生 、 O.A. 佐藤正彦

  Open17:30 Start18:00

  チャージ2,000円(1D込)

  お問い合わせ　】MAPLE-COFFEE&DONUT- 090-2952-0659 kikuchisyokudou@gmail.com

  

  6/27(金)栃木・宇都宮市「MOAI」

  僕らの音楽会2014-Gypsy Earth-

  【出演】　小川倫生 、Soul hug

  Open19:30 Start20:00

  予約2,500円0（1ドリンク付き) 当日3,000円00 チケット予約50名限

  お問い合わせ 】pen.candlework@gmail.com

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/

  

  6/25(水)奈良「 ビバリーヒルズ 」

  岡崎倫典　ビバリーヒルズ還暦ライブ 第2弾

  ゲスト：押尾コータロー

  Open18:30 Start19:00

  前売6,000円　当日6,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ ビバリーヒルズ　TEL 0742-26-7444

  

  押尾コータローコンサートツアー2014

  

  9/19（金）大阪　NHK大阪ホール

  〔開演〕19:00 〔料金〕5,400円（全席指定/税込）

  〔問〕GREENS 06-6882-1224


  9/22（月）石川　北國新聞赤羽ホール

  〔開演〕19:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕北國芸術振興財団　076-260-3555


  9/23（火・祝）富山　アイザック小杉文化ホール ラポール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕アイザック小杉文化ホール ラポール 0766-56-1515


  10/4（土）北海道　函館市民会館

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕函館市民会館 0138-57-3111


  10/5（日）北海道　道新ホール

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕WESS 011-614-9999


  10/12（日）福島　創空間 富や蔵

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（自由席・整理番号付/税込）

  〔問〕キョードー東北 022-217-7788


  10/13（月・祝）宮城　名取市文化会館　中ホール

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕キョードー東北 022-217-7788


  10/17（金）愛媛　松山市民会館　中ホール

  〔開演〕19:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕デューク松山　089-947-3535


  10/18（土）広島　アステールプラザ　中ホール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕夢番地 広島082-249-3571


  10/25（土）埼玉　所沢市民文化センター ミューズ　マーキーホール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕ミューズチケットカウンター 04-2998-7777


  10/26（日）京都　京都劇場　

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕ナウ ウエスト ワン　075-252-5150


  10/29（水）兵庫　神戸朝日ホール　

  〔開演〕19:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕GREENS 06-6882-1224


  11/1（土）高知　高知県立県民文化ホール グリーンホール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕デューク高知　088-822-4488


  11/3（月・祝）福岡　福岡国際会議場 メインホール　

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕キョードー西日本　092-714-0159


  11/5（水）愛知　名鉄ホール　

  〔開演〕18:30〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕サンデーフォークプロモーション 052-320-9100


  11/8（土）東京　Bunkamuraオーチャードホール　

  〔開演〕17:30〔料金〕5,400円（全席指定/税込）

  〔問〕キョードー東京 0570-550-799


  【チケット一般発売日】7月下旬予定

  ◇4歳以下のお子様のご入場はできません。

  ◇ファンクラブ先行予約は5月下旬から受付予定

  ◇現会員の皆様へは5月中旬に郵送でご案内させていただきます。

  ◇5/15（木）までにオフィシャルファンクラブにご入会いただいた方には

  ファンクラブ先行予約のご案内をお送りします。

  http://www.kotaro-oshio.com/fanclub/

  

  

  ■岸部眞明　 http://www.sutv.zaq.ne.jp/ckbsr709/main.html

  

  6/24(火)山形「八陽館」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円(１ドリンク付)

  お問い合わせ 023-641-2637

  

  6/25(水)岩手・北上「さくら小ホール」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円

  お問い合わせ nerim6221@yahoo.co.jp

  

  6/26(木)青森・弘前「レストラン・パプリカ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:00 Start18:30

  料金3,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ ０９０−２９７５−１８７４（中村）　パプリカ　0172-35-4450

  

  6/27(金)秋田「カフェ・ブルージュ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（いずれも１ドリンク付き）

  お問い合わせ 　http://www.cafebrugge.com/

  

  6/28(土)山形・新庄「レキシントン新庄」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円

  お問い合わせ 　090-4637-5158　二戸

  

  6/29(日)宮城・仙台「カフェ モーツァルト アトリエ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（別途要ドリンク注文）

  お問い合わせ http://mozartatelier.jugem.jp

  

  7/5(土)岡山・倉敷「音楽館」

  岸部眞明ソロギターライブ

  オープニングアクト　高尾和樹

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ 　086−434−2723

  

  7/11(金)兵庫・甲子園口「Live&Bar Uncle Jam」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:30

  チャージ3,000円（ドリンク別）

  お問い合わせ0798-64-5405（19:00〜25:00）

  メール　info@uncle-jam.jp

  

  7/16(水)愛知・名古屋「Live Bar U-ree」

  岸部眞明ソロギターライブ

  オープニングアクト　高尾和樹

  Open18:30 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ U-ree　Tel ０５２−４５３−７３３７

  

  7/17(木)神奈川・横浜「日吉　NAP」

  ACE & 岸部眞明　ジョイントライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円　（１ドリンク付）

  お客様には1ドリンク＋1フード以上のオーダーをお願いしています。

  ◎チケット予約：５月１日(木)00:00〜

  ご予約はメール受付のみとなります。

  E-mail : nap@k8.dion.ne.jp

  ※メールにて公演名・お名前・お電話番号・枚数をお伝えください。

  (受付順にて整理番号をお知らせいたします。）

  ◎お問い合わせ先

  日吉Nap

  045-561-8872(16:00〜22:00)

  

  7/18(金)東京・曙橋「 BACK IN TOW」

  ACE & 岸部眞明　ジョイントライブ

  Open18:00 Start19:30

  料金3,500円+消費税

  お客様には1ドリンク＋1フード以上のオーダーをお願いしています。

  お問い合わせ 　インターネット予約

  http://homepage3.nifty.com/backintown/

  電話予約

  TEL：03-3353-4655でお申込下さい。

  整理券、整理番号の発行はしていませんが、受付順により席番が決まる事をご了承ください。

  

  7/21(月)埼玉・南浦和「宮内家」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open17:30 Start18:30

  料金3,240円(税込み）（ドリンク別）

  お問い合わせ 048-788-6033

  

  8/9(土)兵庫・甲子園口「Live&Bar Uncle Jam」

  m 　ナカシオン＆岸部眞明　ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  お問い合わせTel　0798-64-5405（19:00〜25:00）

  メール　info@uncle-jam.jp

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  6/21(土)広島「Flying Kids」

  森川敏行×伍々慧ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（ドリンク別途必要）

  お問い合わせ 　Flying Kids 082-224-4692

  

  6/22(金)山口・防府「Jazz屋」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open16:30 Start17:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ Jazz屋 0835-22-9230

  

  6/28(土)兵庫・神戸「クレオール」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円（飲食代別途）

  お問い合わせ クレオール 078-251-4332

  

  6/29(日)奈良「さんかくカフェ」

  ムジークフェストなら2014

  【出演】伍々慧

  Open15:00 Start16:00

  チップ制

  お問い合わせ 　http://www.naraken.com/musik/

  

  7/19(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円（税別、飲食代別途）

  お問い合わせ　宮内家 048-788-6033

  

  7/20(日)東京・神田「フクモリ」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open15:00 Start15:30

  前売3,000円（1drink付き）

  お問い合わせ フクモリ info@fuku-mori.jp

  

  7/21(月)神奈川・湘南「Honey’s Lei」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  【出演】伍々慧 OA:小川トオル

  Open16:30 Start17:00

  前売2,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ ハニーズレイ 0467-91-5577

  

  7/25(金)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  ニーノアンドゴーゴーライブ

  Open19:00 Start20:00

  前売2,000円　当日2,500円（テーブルチャージ込、2オーダー要）

  お問い合わせ　アンクルジャム 0798-64-5405

  

  8/10(土)大阪・天王寺「アニィー」

  伍々慧ソロギターライブ

  Open16:00 Start17:00

  前売2,500円　当日3,000円（要別途オーダー）

  お問い合わせアニィー 06-4305-0772

  

  8/23(土)奈良・生駒「カフェカフア」

  伍々慧 26th Birthday Live

  Open16:00 Start17:00

  前売2,500円　当日3,000円（要別途オーダー）

  お問い合わせカフェカフア 0743-75-1815

  

  8/30(土)愛知・名古屋「レアレアハレ」

  ニーノアンドゴーゴーSpecial Live

  Open18:00 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  （要1ドリンク/またライブに予約された方に限り1ドリンク付きスペシャルライブプレートが2000円（税込）のところを1500円（同）でご提供します。事前予約のみですので、こちらをご希望の方はチケット予約の際に、プレート希望とお書きください）

  お問い合わせ

  お電話の場合、052-533-0085（午後6時～午後11時まで/火曜日定休）

  ホームページからのご予約は、http://lealeahale.info/wp/toiawase のフォームからお願いします。

  尚、ホームページのフォームの「■ご予約・お問い合わせ」の欄に「8月30日ニーノアンドゴーゴー　ご希望の枚数」をお書き頂き、ライブプレートをご希望頂く方は、枚数に続けて「ライブプレート希望　希望人数」をお書きください。また定員に達した場合、ご連絡を差し上げますので、必ず連絡先のご記入をお忘れなく。

  

  

  ■小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/

  

  7/11(金)宮城・仙台「サテンドール2000」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  前売2,500円　当日2,800円（※共にドリンク￥５００要オーダー）

  お問い合わせ022-225-1743

  　　　　　　　　　　e-mail：web@satindoll2000.com

  

  7/12(土)岩手・水沢「オネスティ」

  小松原俊ソロライブ

  Open17:30 Start18:00

  料金3,500円(1ドリンク付)

  お問い合わせ ０１９７-２２-８６８６


  7/25(金)東京・曙橋「バックインタウン」

  中川イサト＆小松原 俊

  Open17:30 Start19:30

  料金3,780円

  お問い合わせ ０３-３３５３-４６５５

  

  8/2(土)兵庫・神戸「ＶＯＩＣＥ」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売2,800円　当日3,200円（共に別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　TEL：078-763-1177

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  6/27(金)東京・小岩「ジョニーエンジェル」

  坂元昭二・北の国からスペシャルVOL.2～2014小岩

  スペシャルサポート：貴雄(Sax)、勝部(Tb)、貴子(Tp)、有佳(チェロ)

  ゲスト：空野ゆゆ

  Open19:00 Start20:00

  料金2,500円

  お問い合わせ　Tel. 03-3659-8775

  

  7/4(金)福岡「音故知新　」

  フォーク・ミーティング・ライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,500円＋１ドリンク

  お問い合わせ　masayoshi.nagoya@facebook.com

  

  7/5(土)大分「十三夜」

  坂元昭二ギターソロ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円※要１オーダー

  お問い合わせ十三夜　Tel.097-513-0013（ライブ、クリニックとも）

  ギタークリニックを開催します。

  １）13:00～　　２）14:00～　　各1,500円

  

  7/6(日)福岡・飯塚「杜の舟　風の丘ホール」

  坂元昭二ギターソロ

  Open14:00 Start15:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ Tel. 0949-62-6799

  

  7/7(月)佐賀・伊万里「とんがりボウシ」

  七夕ライブ　（スペシャルゲスト　坂元昭二）　

  第一部　地元ミュージシャンライブ

  第二部　坂元昭二ライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円※１ドリンク付

  お問い合わせ Tel. 0955-28-4128

  

  7/9(水)宮崎・串間「dolce & cafe 木の実（きのみ）」

  坂元昭二ギターソロ　完全生音ライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円※１ドリンク（紅茶または珈琲）と焼き菓子付　※限定２０名！

  お問い合わせ 090-3320-4414（木の実）

  050-3562-8228　info@december.co.jp　オフィスディセンバー

  

  7/11(金)宮崎「 Art music SaLon ガーラム」

  坂元昭二ギターソロ

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円※１ドリンク付

  お問い合わせ　090-5298-6296　増田

  

  7/12(土)熊本「 熊本森都心（しんとしん）プラザホール」

  村下孝蔵を偲ぶ会

  出演 ： 中沢ケンジ（H2O）、坂元昭二他

  Open13:00 Start13:30

  料金2,500円

  

  7/13(日)愛知・名古屋「 TOKUZO/トクゾー」

  坂元昭二ギターソロ

  ゲスト ： Yuri×Meri　（中２と小６の姉妹によるシンガーソングライター・ユニット）

  Open16:30 Start17:30

  前売4,500円　当日5,000円※ドリンク・チャージ料金は別途昼用です。

  5月1日　一般発売開始

  ＊チケットぴあ（電話 / 0570-02-9999) Pコード/ 225-939 　＊及びＳＲ企画などにて発売

  問・申込 4月1日　先行予約受付開始！（予約番号付き）

  現金書留にて、枚数分の入場券代＋返信手数料（500円）、宛名書きした返信用封筒を同封して「SR企画」にお送りください。入場券は、簡易書留郵便にて発送致します。

  

  7/27(日)東京・自由が丘「 ナポリハウス」

  坂元昭二ギターソロ

  Open17:00 Start18:00

  料金2,500円※ドリンク別

  お問い合わせ Tel. 03-3725-6489（ナポリハウス）　Tel. 070-5020-7262（ディセンバー）

  

  

  

  ■下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  7/24(木)山梨・甲府「ハーパーズ・ミル」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,500円（1drink付）

  お問い合わせ 　TEL 055-233-3157

  

  7/26(土)長野・飯田「いろは亭」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ　TEL 0265-52-0168

  

  7/27(日)岐阜「ufu Cafe」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Start17:30

  料金2,500円(1ドリンク付)

  お問い合わせ　TEL 090-4404-7385

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  6/20(金)三重・四日市「 近鉄百貨店１階南口」

  まちかどコンサート

  野分

  Start17:30

  料金無料

  お問い合わせ 四日市市文化まちづくり財団　Tel 059-354-4501

  

  6/22(日)三重・四日市「 ガリバー」

  森圭一郎（歌、ギター）　ゲスト竹内いちろ（ギター）

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円(飲食代別途要)

  お問い合わせ　http://www.galliver.gr.jp

  

  7/5(土)奈良「 にこちゃん堂」

  MUSIC BOOKアコースティックライヴ at にこちゃん堂

  スミコウイチ（歌、ギター）大戸マサト（歌、ベース）竹内イチロ（歌、ギター）

  Start15:00

  料金1,500円(飲食代別途要)

  お問い合わせ Tel * Fax0742-26-2614

  

  7/13(日)三重・四日市「すわ公園交流館」

  すわSUNDAYライブ

  野分　山崎のりこ(歌)竹内いちろ（ギター、歌）

  Start14:00

  料金無料

  

  

  

  ■田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  

  6/21(土)愛知・岡崎「しょうやの杜」

  “田中彬博 らいぶあっと岡崎”

  Open18:30 Start19:00

  前売3,500円 当日4,000円

  お問い合わせ0564-25-2334 / 080-4629-5406 (シンフォニア担当 深谷)

  E-mail : office@symphonia.jp (シンフォニア担当 深谷)

  

  6/22(日)愛知・岡崎「しょうやの杜」

  “田中彬博 らいぶあっと岡崎”

  Open13:30 Start14:00

  前売3,500円 当日4,000円

  お問い合わせ0564-25-2334 / 080-4629-5406 (シンフォニア担当 深谷)

  E-mail : office@symphonia.jp (シンフォニア担当 深谷)

  

  7/6(日)京都「烏丸御池 新風館」

  みどり市ミュージックフェス

  出演順：

  松ノ葉楽団

  花柄ランタン

  chori

  ヒグチアイ

  Drakskip

  なかよしギタークラブ（田中彬博、豊田渉平、KOYUKI）

  村島洋一（サモナイタチ)

  かわはらだゆうま（ツバクラメ）

  （ なかよしギタークラブの出演は 17:30 - 18:00 の予定 ）

  13:00 〜 19:00 入場無料

  お問い合わせ　http://shinpuhkan.jp/

  

  7/10(木)北海道・当別「当別スウェーデンヒルズ レクサンド」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:30 Start19:00

  チケット2,800円 小中学生1,100円（共に１ドリンク付き）

  お問い合わせ0133-26-3922（すが）

  

  7/12(土)北海道・日高町厚賀「B.B☆HALL」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:30 Start19:00

  チケット2,500円 （１ドリンク別）

  お問い合わせ 0145-65-2883（平田）

  

  7/13(日)北海道・浦河町「ホテル浦河イン」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open17:30 Start18:00

  チケット5,000円 （ドリンク・軽食付き）

  お問い合わせ 0146-22-1212（ホテル浦河イン）

  

  7/15(火)北海道・札幌あいの里「コーヒー&サウンド ジャグラー」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円 　当日3,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせTel : 001-778-8054（コーヒー&サウンド ジャグラー）

  Tel : 001-771-1989（くすりのポピンズ・今村）

  

  7/16(水)北海道・岩見沢「結ホール」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:00 Start18:30

  前売1,800円 　当日2,000円

  お問い合わせ 0126-72-2312（武部建設）

  

  7/17(水)北海道・小樽「音楽居酒屋 一匹長屋」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:30 Start19:00

  前売4,000円 　当日4,500円

  お問い合わせ 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  7/19(土)北海道・紋別「紋別市民会館 大ホール」

  “Acoustic Party 2014 森山良子・夏川りみ・吉川忠英”　

  ゲスト田中彬博

  Open18:00 Start18:30

  チケット3,000円 　小・中・高校生 1,500円(当日券は各500円増し)

  ご予約　ローソンチケット《Lコード１８６００》

  お問い合わせ　Tel : 0158-24-2416（紋別市民会館）

  

  7/20(日)北海道・湧別「チューリップ」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:00 Start19:00

  一般 2,500円 / 高校生以下 1,000円 (１ドリンク付き)

  お問い合わせ0158-62-4649（国枝）

  

  7/23(水)北海道・旭川「アーリータイム」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売3,500円 　当日4,000円(１ドリンク別)

  お問い合わせ 0166-22-2461（アーリータイムズ ※16:00〜24:00 日曜定休）

  

  7/25(金)北海道・上富良野「じょう舎」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:00 Start18:30

  一般 2,500円 / 高校生以下 2,000円

  お問い合わせ 0167-45-3267（じょう舎）

  

  7/26(土)北海道・札幌「ニューホープ札幌ホール」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円 　当日3,500円(１ドリンク付き)

  お問い合わせ011-215-6222（スープカリー藤野屋 手稲店 佐々木）

  

  

  ■谷本光　http://blogs.yahoo.co.jp/tanimotohikaru

  

  7/19(土)北海道・美唄「アルテピアッツァ美唄 アートスペース」

  アルテの四季コンサート 2014 夏

  【出演】 谷本 光（札幌）金子喜美（美唄出身）《サポートギター》 岸 孝志 （美唄在住）

  Open16:30 Start17: 00

  大人2000円 学生1000円 ※未就学児童 無料

  お問い合わせ 有限会社ミュージックプレイス 0126-22-5350

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda6.wix.com/english

  

  6/18(水)京都「Aunoun Parlor」

  豊田渉平ライブ

  ゲスト：中井志穂

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円

  お問い合わせ http://aunoun.com/

  

  7/1(火)京都「フリースペース　空と雲と」

  Jam Pan（毎月第一火曜日）

  Open11:00 close16:00

  ※要1オーダー

  お問い合わせお問い合せはcaravan diner PanBooまで！

  http://www.pan-boo.com/

  

  7/6(日)京都「烏丸御池 新風館」

  みどり市ミュージックフェス

  出演順：

  松ノ葉楽団

  花柄ランタン

  chori

  ヒグチアイ

  Drakskip

  なかよしギタークラブ（田中彬博、豊田渉平、KOYUKI）

  村島洋一（サモナイタチ)

  かわはらだゆうま（ツバクラメ）

  （ なかよしギタークラブの出演は 17:30 - 18:00 の予定 ）

  13:00 〜 19:00 入場無料

  お問い合わせ　http://shinpuhkan.jp/

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2014/06/21（土）

  【宮崎市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  オープニングアクト：迫田章吾

  会場：ガーラム

  （宮崎市橘通西3丁目3-17ミッキービルB1）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-5298-6296

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2014/06/29（日）

  【鹿児島県鹿屋市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：杏

  （鹿児島県鹿屋市向江町２−２）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0994-43-8333

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2014/07/18（金）

  【福岡県宗像市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：caffe OFF COURSE

  （福岡県宗像市平井3丁目9-40）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0940-37-0893

  開演／20：00〜

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2014/07/19（土）

  【山口県山陽小野田市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：Cafe & Liquor WAKAYAMA

  （山口県 山陽小野田市港町8-3）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0836-83-6761

  開場／18：00　開演／19：00

  料金：事前予約2,300円　当日2,800円（1ドリンク付き）

  

  2014/07/20（日）

  【福岡県春日市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：Live Cafe folkvillage

  （福岡県春日市昇町7‐7）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：092‐586-4055

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2014/07/21（月・祝）

  【大分県】

  Finger Picking Festival at CANTALOOP2 Volume2

  Special Guest:西村歩

  出演:エマニュエル小原/m-太郎/安部潤

  会場：CANTALOOP2

  （大分市都町3－2－30　中山第５ビル大分6F　）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話 ：097-548-5363

  開場／17：30　開演／18：00

  料金：2,000円（別途1ドリンクオーダー）当日2,500円

  

  2014/08/08（金）

  【鹿児島県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：Live HEAVEN

  （ 鹿児島県鹿児島市東千石町3-41）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：099-227-0337

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：前売2,300円　当日2,800円（要1ドリンクオーダー）

  

  2014/08/09（土）

  【熊本県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  オープニングアクト：東大樹

  会場：ヌアージュ

  （熊本市花畑町１１－３３　Ｔｍ－７ビル（旧グリーンビル）２F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：096- 355-6261

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,000円（別途要1ドリンクオーダー）

  

  2014/08/10（日）

  【長崎県壱岐】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：トロル

  （長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触526）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0920-47-1233

  開場18：30　開演19：00

  料金／2,500円（要ドリンクオーダー）

  

  2014/08/29（金）

  【佐賀県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：LIVE BAR 雷神

  （佐賀市中央本町10-5 AIビル 4F-B）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0952-60-6202

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,000円（要1ドリンクオーダー）

  

  2014/08/30（土）

  【長崎県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：ライブハウスつどい

  （長崎市平瀬町1-7）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-1086-3651（一ノ瀬）

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：前売／2,000円（ドリンク別）当日2,500円

  

  2014/08/31（日）

  【熊本県天草市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：ビアレストランばってん

  （熊本県天草市中央新町18 - 3）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0969-23-1063

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2014/09/12（金）

  【兵庫県豊岡市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：Penny Lane 54

  （兵庫県豊岡市泉町２２－３）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：０７９６－２４－１７６７

  開場／19：00　開演／20：00

  料金：2,500円（別途要ドリンクオーダー）

  

  2014/09/19（金）

  【大阪府】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：Acoustic Live Cafe Anie（アニー）

  （大阪市天王寺区勝山４－５－９サンライズ勝山　102）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：06-4305-0772

  開場／18：30　開演／19：30

  料金：2,500円（別途ドリンクオーダー）

  

  2014/09/20（土）

  【奈良県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：いつか森になるカフェ

  （奈良県奈良市神功4-25-1-101）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0742-31-8433

  開場／16：00　開演／16：30

  料金：2,500円（別途要ドリンクオーダー）

  

  

  ■西山隆行　https://www.facebook.com/Nishi.Nishiyama

  

  6/16(月)長崎・大村「CAFE OLIVEA」

  西山隆行 LIVE IN NAGASAKI

  昼の部　開場14:30　開演15:00

  夜の部　開場18:00　開演18:30

  料金1,500円

  お問い合わせ0957-56-8175

  

  6/18(水)佐賀・唐津「明日があるさ 」

  西山隆行 ライブ at 佐賀

  Open19:30 Start20:00

  投げ銭（カンパ制）＋オーダー

  お問い合わせ 0955-75-1202

  

  6/20(金)鹿児島「ギター小僧 」

  ギター小僧アコースティックライブ！

  出演：西山隆行、小僧band、その他

  Start20:00

  料金1,500円＋ドリンクオーダー

  お問い合わせ　090-1514-0268

  

  6/21(土)鹿児島・種子島「美春荘 1F 」

  西山隆行ライブ at　種子島

  出演：西山隆行、SAYAKAバンド、バケツヒロシ サディスチックトシバンド

  Open19:00 Start19:30

  投げ銭（カンパ制）

  お問い合わせ http://www16.ocn.ne.jp/~miharuso/

  

  6/22(日)宮崎「Green Tea Fields 」

  Green Tea Fields アフタヌーンコンサート

  出演：西山隆行、他

  16:00〜18:00

  チャージ無料、オーダー要

  お問い合わせ http://www.ochacafe-gtf.com/

  

  6/23(月)宮崎「SOHO」

  西山隆行ライブ at 宮崎県パート２

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円＋ドリンクオーダー

  お問い合わせ　http://music.geocities.jp/miyazaki_soho/index.html

  

  6/24(火)福岡「ブギ」

  「毎月２４日はにっしーの日 Live in 福岡県！！！」

  Open19:00 Start20:00

  カンパ制（投げ銭）＋オーダー

  お問い合わせ https://www.facebook.com/hakataboogie

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  7/2(水)北海道・小樽「一匹長屋　 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  7/4(金)新潟「Cafe Velo」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）／高橋 一馬（ハンマーダルシマー）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 　tel: 025-311-5629（お店）

  

  7/5(土)長野・松本「栞日（しおりび）」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:30 Start19:30

  料金1,500円（別途ワンドリンクーダー）

  お問い合わせ tel: 0263-87-5377（お店）

  

  7/6(日)長野「ビストロリバティ」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円（別途ワンドリンクーダー）

  お問い合わせ tel :026-235-1050（お店）

  

  7/7(月)長野・松本「栞日（しおりび）」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:30 Start19:00

  料金1,500円

  お問い合わせ tel : 026-232-7497（ウインナー楽器）

  

  7/8(火)愛知・春日井「ペイントハウスJUNK」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Start20:00

  お問い合わせ https://www.facebook.com/zentosoujunk

  

  7/9(水)愛知・名古屋「Art & Music SPACE「源」 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:20 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ Tel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  7/10(木)三重・四日市「久茂」

  ＜GTP Guitar Workshop Real Acoustic Live＞

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）／竹内いちろ（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円（予約のみ10名）

  お問い合わせ 　ichirogtp@gmail.com　※屋内禁煙録音撮影禁止

  

  7/11(金)三重「工房フレイトレシピ」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）／稲岡大介＆山田晋吾（サポート山田舞子）

  Open18:30 Start19:00

  予約2,500円　当日2,800円（ワンドリンク付）

  お問い合わせ　080-3534-9336

  

  7/19(土)北海道・札幌「吉田観光農場」

  追分ラッキーフェスティバルin石山

  出演：いろんな人たち (浜田 隆史参加）

  料金2,500円（一般）2,000円（学生）

  お問い合わせ tel : 011-593-3300（吉田観光農場）

  

  7/24(木)北海道・小樽「一匹長屋」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  ゲスト／浜田隆史

  Open18:30 Start19:00

  前売3,200円　当日3,500円（１ドリンク付き）

  お問い合わせtel : 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  7/27(日)北海道・札幌「カフェふらっと」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）／佐藤 洋一（クラシック・ギター）

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ tel :011-590-1080（お店）

  

  

  ■ぷう吉　http://ameblo.jp/pukichi1310/

  

  6/22(日)愛知・名古屋「源」

  ぷう吉ソロライブ

  Open17:20 Start18:00

  予約2,500円　当日2,800円

  お問い合わせ 源

  http://live-gen.musical.to/index.html

  tel 052-751-2550

  

  6/25(水)大阪・北浜「地下酒場」

  ぷう吉ソロライブ

  Open18:00 Start19:30

  料金2,000円

  お問い合わせ地下酒場

  http://peggysue.monodachi.com/

  tel 06-6231-5950

  

  7/5(土)兵庫・神戸「喫茶すずらん」

  ぷう吉ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円

  お問い合わせ ０７８-６１１-１９９８

  

  7/6(日)京都「ジョニーエンジェル」

  ギター&カホンズ レコ発ライブ

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ http://www.lr-bros.com/johnnyangel-kyoto/

  tel : 080-4200-8846

  

  7/19(土)岡山「音楽館」

  ぷう吉ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  予約2,000円　当日2,300円

  お問い合わせ 086-434-2723

  http://ww3.tiki.ne.jp/~t-yagi/

  

  7/20(日)広島「フライングキッズ」

  ぷう吉、さらさジョイントライブ

  Open18:00 Start18:30

  料金2,000円（ドリンク代別途、要オーダー）

  お問い合わせ 082-224-4692

  http://takeshimamiko11.blog41.fc2.com

  

  7/21(月)山口「華のうつわ」

  ぷう吉ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ TEL.0833-46-2237

  

  

  ■松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  

  6/21(土)長野・諏訪「八ヶ岳カントリーキッチン」

  サンサタLIVE

  出演：Shin、松井祐貴

  16:45Open

  17:00お食事スタート

  18:00〜18:45 Shin & 高久史子

  18:55〜19:40 松井祐貴

  19:45〜20:00 松井祐貴 & Shinセッション

  21:00 Close

  料金7,560円 お食事(ビュッフェスタイル)フリードリンク付

  お問い合わせ　0266-66-3339

  

  7/5(土)神奈川・横浜「関内ホール 小ホール」

  馬車道SPL UNDERGROUND vol.4

  出演：Deep Fry The Blue Band／Conductor of the Earth／松井祐貴／jaja

  Open16:30 Start17:00

  ※松井祐貴の出演は18:25〜 予定

  料金1,000円

  お問い合わせ http://yuki-matsui.com/ticket.html

  

  

  ■丸山ももたろう　http://shonan.cside1.com/index.shtml

  

  6/24(火)宮城・仙台「唄屋」

  ～2014桃一ライブツアー春！～

  出演　桃一（丸山ももたろう・夏目一朗）

  Open19:00 Start20:00

  料金3,500円（1ドリンク付）　

  お問い合わせ 唄屋 TEL 022-266-7712

  

  6/28(火)宮城・仙台「唄屋」

  ～2014桃一ライブツアー春！～

  出演　桃一（丸山ももたろう・夏目一朗）

  Open18:00 Start19:00

  料金4,000円（フリードリンク付）　

  お問い合わせ Honesty TEL 0197-22-8686

  

  7/6(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  丸山ももたろう57バースディライブ

  出演　丸山ももたろう

  Open17:30 Start18:00

  料金3,240円（1D別途オーダー要　打ち上げ2160円） 　

  お問い合わせ TEL/048-788-6033

  

  7/12(土)大阪「Live cafe Anie」

  丸山ももたろう57バースディライブ

  出演　丸山ももたろう

  Open18:30 Start19:30

  料金3,500円（ドリンク代金別）　

  お問い合わせ Anie TEL06-4305-0772

  

  7/20(日)東京・西早稲田「ライブ＆ダイニングバー音楽室DX」

  ～ももかんライブ～

  出演　ももかん（丸山ももたろう・石井完治）

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円※飲食代金別

  お問い合わせ TEL 03-5273-5110

  

  

  ■吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  6/22(日)山形・酒田「酒田市勤労者福祉センター2F研修室」

  吉川忠英ソロライブ

  開場14:00　レッスン14:30〜16:30

  料金3,000円

  お問い合わせ 080-1654-2232（伊藤）

  

  6/23(月)山形・鶴岡「食彩あぐり（産直あぐり内）」

  吉川忠英ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（１ドリンク・おつまみ付）

  お問い合わせ Tel. 0235-57-3300

  

  6/25(水)山形・酒田「ブルースヒロ」

  吉川忠英ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ ブルースヒロ Tel.0234-24-4016／E-mail. b-hiro13@poem.ocn.ne.jp

  

  6/27(金)山形・庄内「ブルースヒロ」

  吉川忠英ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ　080-1654-2232（伊藤）

  

  6/28(土)山形・新庄「蒼空(SORA)」

  吉川忠英ソロライブ

  Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ ホームギャラリー「蒼空」Tel.0233-22-6235

  

  6/29(日)山形・鶴岡「松ヶ岡開墾場 ギャラリーまつ2F」

  松ヶ岡音楽祭

  ゲスト吉川忠英

  11:30〜ワークショップ(ギターで遊ぼう)

  12:00〜ライブ

  　岡部繁／石田聡／野良にゃ〜んず／

  　naUta and town／Smile & Shelter／小 林／

  　Gongue Ranquistas／トクタ アカネ

  15:30〜ワークショップ(サンバで遊ぼう)

  16:00〜吉川忠英スペシャルライブ

  前売1,000円　当日1,200円(中学生まで無料)

  お問い合わせ ギャラリーまつ Tel.0235-62-4295

  

  7/6(日)北海道・石狩「全久寺本堂」

  全久寺七夕コンサート2014

  夏川りみwith吉川忠英 スぺシャルライブ

  開場16:00・開演17:00

  お問合せ先：全久寺 電話（0133）23-2068

  チケット：5,300円（全席自由）

  チケット販売所

  ・全久寺〔北海道石狩郡当別町対雁41〕

  ・十字屋書店〔北海道石狩郡当別町弥生147〕

  ・当別町観光情報プラザフィーカ〔北海道石狩郡当別町太美町1499 JR石狩太美駅内〕

  

  7/10(木)北海道・当別「当別スウェーデンヒルズ レクサンド」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:30 Start19:00

  チケット2,800円 小中学生1,100円（共に１ドリンク付き）

  お問い合わせ0133-26-3922（すが）

  

  7/12(土)北海道・日高町厚賀「B.B☆HALL」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:30 Start19:00

  チケット2,500円 （１ドリンク別）

  お問い合わせ 0145-65-2883（平田）

  

  7/13(日)北海道・浦河町「ホテル浦河イン」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open17:30 Start18:00

  チケット5,000円 （ドリンク・軽食付き）

  お問い合わせ 0146-22-1212（ホテル浦河イン）

  

  7/15(火)北海道・札幌あいの里「コーヒー&サウンド ジャグラー」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円 　当日3,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせTel : 001-778-8054（コーヒー&サウンド ジャグラー）

  Tel : 001-771-1989（くすりのポピンズ・今村）

  

  7/16(水)北海道・岩見沢「結ホール」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:00 Start18:30

  前売1,800円 　当日2,000円

  お問い合わせ 0126-72-2312（武部建設）

  

  7/17(水)北海道・小樽「音楽居酒屋 一匹長屋」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:30 Start19:00

  前売4,000円 　当日4,500円

  お問い合わせ 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  7/19(土)北海道・紋別「紋別市民会館 大ホール」

  “Acoustic Party 2014 森山良子・夏川りみ・吉川忠英”　

  ゲスト田中彬博

  Open18:00 Start18:30

  チケット3,000円 　小・中・高校生 1,500円(当日券は各500円増し)

  ご予約　ローソンチケット《Lコード１８６００》

  お問い合わせ　Tel : 0158-24-2416（紋別市民会館）

  

  7/20(日)北海道・湧別「チューリップ」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:00 Start19:00

  一般 2,500円 / 高校生以下 1,000円 (１ドリンク付き)

  お問い合わせ0158-62-4649（国枝）

  

  7/23(水)北海道・旭川「アーリータイム」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売3,500円 　当日4,000円(１ドリンク別)

  お問い合わせ 0166-22-2461（アーリータイムズ ※16:00〜24:00 日曜定休）

  

  7/25(金)北海道・上富良野「じょう舎」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:00 Start18:30

  一般 2,500円 / 高校生以下 2,000円

  お問い合わせ 0167-45-3267（じょう舎）

  

  7/26(土)北海道・札幌「ニューホープ札幌ホール」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円 　当日3,500円(１ドリンク付き)

  お問い合わせ011-215-6222（スープカリー藤野屋 手稲店 佐々木）

  

  

  ■わたなべゆう　http://ukiwaboy.petit.cc/apple1/

  

  6/18(水)大阪・寝屋川「アルカスホール」

  ～わたなべゆうロビーコンサート～

  Open13:30 Start14:00

  前売700円　当日1,000円

  お問い合わせ　０７２－８２１－１２４０

  

  6/21(土)大阪・香里園「ベネッセスタイルケア　グランダ香里園」

  ～初田悦子×わたなべゆうアコースティックライブ～

  15:00〜15:45

  入場無料

  お問い合わせ 072-837-3555

  

  6/29(日)滋賀・彦根「みずほ文化センター」

  ～初夏の音色コンサート～

  出演：わたなべゆう（アコースティックギター）　池田安友子（パーカッション）　上原周平（ベース）

  Open13:30 Start14:00

  前売1,000円　当日1,200円

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  会場お問い合わせ→０７４９－４３ー８１１１

  

  7/2(水)大阪・心斎橋「JANUS」

  ～心の音がなるところ～

  出演：伊禮恵 / ミトカツユキ / 初田悦子withわたなべゆう / monica♪

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円 (別途1ドリンク代)

  お問い合わせTEL：06-6214-7255 ※チケットは５月から販売いたします。

  ご予約→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  7/5(土)大阪・高槻「現代劇場中ホール」

  ～　Trio You七夕コンサート～

  第１部　10:00 開場「みんなのコンサート」

  ゲスト：わたなべゆう（ギター）

  第２部　13:00 開演

  オカリナシンフォニー Bouquet、ティン・ホイッスル　シーオーク

  第３部　14:00 開演「Trio You 七夕コンサート」

  島崎愛子（オカリナ / ティン・ホイッスル）、 國米眞規子（ピアノ）、島崎紗椰　（チェロ）

  主催・企画：（株）日本総合舞台設備 (N.S.B.)　SOA Office　Trio You

  お問い合わせ：Trio You (島崎）075-935-3680

  

  7/5(土)大阪・北浜「雲州堂」

  ～星鳴き空の演奏会 vol.2～

  出演：

  ・わたなべゆう

  ・Kco http://cojok.net/

  ・白黒ミドリ http://shirokuromidori.com

  ・repair http://repair-music.tumblr.com/

  Open18:00 Start18:30

  前売2,000円　当日2,500円 (別途1ドリンク代)

  ［ご予約・お問合わせ先：雲州堂］

  ◆メール　info@iori-unshudo.com 　件名を『7/5七夕予約』として 　お名前／人数／電話番号／ 　をご明記ください。こちらからの返信を持って 　ご予約完了となります。

  ◆お電話　06-6361-3903(雲州堂) 　受付10:30~12:00/14:00~18:00 　月曜定休

  

  7/6(日)大阪・茨木「D Bar」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open17:30 Start18:00

  料金2,000円（別途１ドリンク）

  お問い合わせ 072-629-6627

  

  7/12(土)大阪・門真「きわみ」

  ～初田悦子×わたなべゆうジョイントライブ～

  Open18:30 Start19:30

  料金1,500円（別途当オーダー）

  お問い合わせ ご予約→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  お店お問い合わせ→０９０－３８６３－８３１１

  

  7/13(日)大阪・高石「みぃあ食堂」

  ～みぃあ食堂５周年わたなべゆうソロライブ～

  Open12:00 Start13:00

  料金3,000円（お食事付き）

  お問い合わせ 072-249-9841

  

  7/21(月)兵庫・摂津本山「ラポスト」

  ～わたなべゆうアコースティックライブ～

  ライブチャージ無料！（お食事代のみでお楽しみください）

  第一部　17：00開場　18：00～ライブスタート

  第二部　19：30開場　20：00～ライブスタート ※入替制となってます

  ご予約＆お問い合わせ→Tel　078-452-8766 （ご予約順に見やすいお席をご案内いたします。）

  HP→ http://www.anjou.co.jp/shop/lapost/

  

  7/26(土)京都・大山崎「Moon talk」

  ～わたなべゆうアコースティックライブ～

  Open18:00 Start19:00

  料金1,000円

  お問い合わせ→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  7/27(日)大阪・鶴見「ベネッセスタイルケア　まどか鶴見徳庵」

  ～初田悦子×わたなべゆうアコースティックライブ～

  14:00〜15:45

  入場無料

  お問い合わせ 06-6914-3030

  

  8/3(日)大阪・高槻「高槻南スクエア」

  ～ギター＆オカリナ＆チェロ　SUMMER LIVE～

  Open13:30 Start14:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp



  後記

  


  アコワド無料化第一弾発行いたしました。

  

  住出勝則さんのライブのMCでは語らない、熱い思いを多くのギターファンに受け取っていただきたいと思います。

  普段の明るきゃラクターからはなかなか見えない、修行僧のごとくストイックな姿勢を感じとる事ができます。

  

  5〜6月はソロギターの日ということもあり、各地でイベントが行われていました。

  ハンドクラフトギターフェスも例年2日目の方が入場者が少ないのですが、今年は去年に比べ随分多かったように見受けられます。

  楽器店では見られないギターを手に取ることができる機会ですので、こういったイベントは本当に大切だと思います。

  

  3年目を迎えたソロギターの日も全国各地でイベントが行われ、かなり盛り上がったと思います。

  来年は月曜日でありどのようになるかまだ見えませんが、継続して特別なイベントが行われることにより、ファンもギタリストも楽しめることでしょう。

  

  アコワドは来月から新しいコンテンツを掲載する予定です。

  無料化となってもさらに力を入れていきますので、是非継続してご一読ください。

  

  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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